
グループ 1 
・最初は言いづらいと感じていたが、貴重な機会であった。皆がち
ゃんと話せていた 
・自慢はお互いの強みであり、それを話し合うことで協力し合える
ことがわかった 
・結果、多職種とのコラボレーションができた 
・とてもいいテーマであった 
 

始めは？なテーマなようでしたが… 
 「自慢」と言われても…というのが初めの
印象だったようですが、自らの強みや売りを
話すごとに互いに興味がでてきて話が進ん
で来たようです。 
職種はケアマネージャー、医師、看護師、
薬剤師、リハビリ（PT・OT・ST）、ソーシ
ャルワーカー、栄養士、医薬品卸（＋高
山さん）が参加 

 

リラックスして話せる環境を 
 ペクチャ―会はアカデミックな要素は低い
ですが、広義な情報交換場として活用で
きるよう企画しております。 
今回は某ストアのおにぎり約 20 種と唐揚
げを準備し、リラックスできる環境を提供さ
せて頂きました。 
 

模造紙には紙いっぱいに交わした言葉が。 

職種も多種で各々の役割を熱意が感じられました！ 

りくつなケアネット金澤 第３回ペクチャ―会報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマは「自慢」 
 
日時：平成 27年 11月 25日 

19:00～21:00 
 場所：金沢西病院 
 参加：24名 
  
前回は「壁」でしたが、もっとポジ 
ティブなテーマでという事で設定 
致しました。 職種・事業所・自 
身の強みや成功体験を知って 
頂き、互いを分かりあえる繋がり 
の場になれば良いと思い決めさ 
せて頂きました。 
その中で新たな気付きや、関係が 
生れたようです。 



グループ 2 
・いろんな職種のいるグループであった  
・自慢することで、自分では気づかなかった職場のす
ごい強みに気づかされた 
・自分たちが、いい情報・機能をもっているのだなあ
…と改めて感じた 

グループ 3 
・知らなかった存在（情報）を知り得た 
・何よりも自分の職場のできることを再認識し、それを基に自
分たちが何考え、行動して 
いくべきかを考える良い機会となった 
・自分の職場の強みを外部の評価を聞くことで再認識させら
れた 

グループ４ 
・ほめられ合戦のようになり、気分が良かった 
・一つの繋がりができるとそこから連携できることが解か
った 
・自慢は自分の強みであると気づいた 
・福祉の仕事の尊さを改めて感じることができた 

多数の事業所が起業される中、ひとつでも自慢 

できる事を作ることが大事と。ごもっとも！ 

医療介護外の職種がおいでる事業所がありました。 

そんな情報も出てきます！ 

1事業所に複数の職種が居る強み、お互いを補完

し合うチームワークの重要性を感じとれる内容

だったようです 

次回は平成 28年 2月 23日（火）19:00～ 金沢西病院にて行う予定です。

よろしくお願い申し上げます。 
 

 

 


